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特定非営利活動法人ジャパン・プラットフォーム 

2013年度第９回常任委員会 議事録 

 

1 日時：2013年12月17日(火)午後4時～午後8時30分 

2 場所：東京都千代田区大手町1-6-1大手町ビル地下1階B118区JPF事務局会議室 

 

3 出席者の確認 

常任委員総数7名のうち、常任委員会の成立要件である3分の2以上の出席が満たされている旨の 

報告がされ、本会の成立を確認した。 

常任委員 

NGOユニット：木山啓子 

NGOユニット：橋本笙子 

外務省：江原功雄 

経済界：斎藤仁 

学識経験者：石井正子 

代表理事：有馬利男 

事務局長：椎名規之 

オブザーバー 

AAR：坪井、穂積 

PWJ：山本 

外務省：本田 

議長は、常任委員会規約の第3条により事務局長が務める旨を確認した。 

 

4 第一部：審議事項 

 （1） 第一号議案：シリア紛争人道支援にかかる事業計画の承認 

 審議の結果、全会一致で以下の通りとした。 

① JEN：ヨルダンのシリア難民に対する水衛生環境改善及び学習環境改善事業 

（政府支援金）   

承認。 

 

  （2） 第二号議案：アフガニスタン・パキスタン人道支援にかかる事業計画の承認 

 審議の結果、全会一致で以下の通りとした。 

① AAR：アフガニスタンにおける地雷対策（政府支援金） 

承認。 

② NFUAJ：アフガニスタン・カブール周辺国内避難民支援プロジェク（政府支援金） 

承認。 

③ WVJ：ヘラート州及び周辺地域における保健・医療従事者養成のための環境整備事業 2 

 （政府支援金） 

再提出。 
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④ NICCO：アフガニスタン西部における教育環境整備、女性のエンパワーメントと農業支 

     援事業（2年次）（政府支援金） 

条件付き承認。 

・学校建設の書類については外部専門家が精査中のため、引き続き事務局を通じて問題 

がないことを確認すること。 

  

5  第二部：審議事項  

（１）第一号議案：シリア紛争人道支援次期フェーズの方針案について 

審議の結果、全会一致で以下の通りとした。 

1年間の緊急対応の継続を承認。 

(但し、支援国及び支援内容についてはそれを決めた背景等を明確にすべく文章を再検討

すること)  

 （２）第二号議案：フィリピン台風ハイエン被災者支援に係るプログラム方針について 

審議の結果、全会一致で以下の通りとした。 

承認。 

（但し、ガイドライン改定を検討中のため資格要件見直し中である旨をコアチームに説

明すること） 

（３）第三号議案： 第8回常任委員会議事録の承認 

審議の結果、全会一致で以下の通りとした。 

承認。 

 （4）第四号議案：助成審査委員(国内)の選定について 

審議の結果、全会一致で以下の通りとした。 

承認。 

（5）第五号議案：新規加盟団体（遠野まごころネット）への助成カテゴリー1付与について 

審議の結果、全会一致で以下の通りとした。 

承認。 

（但し、現在カテゴリ１の資格要件としては海外での実績等については特に問わないが、

ガイドライン委員会にて海外での実績や支援事業に携わった経験が必要である等につ

いて再検討すること） 

 

6  第二部：協議事項  

（１）新事務所の物件について 

11月の常任委員会後、他の業者より2件の物件紹介があり、新事務所として３物件（千代田

区内）を比較検討して最終候補物件を提案し、合意を得た。 

 

7  第二部：報告事項  

（１） シリア紛争人道支援のモニタリング報告 

勝間教授より、「シリア危機における人道支援について」モニタリング報告した。 

（２） ガイドライン委員会の進捗報告 

事務局より、ガイドライン委員会の進捗について報告した。 

（但し、カテゴリ１の資格要件についても再検討することとした） 
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（３） 国内災害調整機関設置に向けた米国視察計画について 

事務局より、国内災害調整機関設置に向けた米国視察計画について報告した。 

（４） 東日本プログラム2012年度評価結果について 

事務局より、東日本大震災被災者支援プログラム（緊急対応期2012年度）評価結果概要に

ついて報告した。 

（５） 事務局運営費の報告 

事務局より、事務局運営費について報告した。  

 

8 第三部：報告事項 

（１） フィリピン台風ハイエン被災者支援活動と寄付状況について 

事務局より、ハイエン被災者支援活動と寄付状況について報告した。 

 

（２）  南スーダン公開シンポジウム開催について 

事務局より、南スーダン公開シンポジウム（2014年1月11日開催）について報告した。 

 

（３）書面による報告 

事務局より、書面をもって以下を報告した。 

① 「共に生きる」ファンド第16回収支報告書調査結果 

② 政府支援金と民間資金財務状況の報告 

③ 事業計画変更の報告 

④ メール審議結果の報告 

⑤ 固定資産処理の報告 

⑥ コア・チームの報告 

⑦ JPF事務局審議結果の報告 

⑧ 終了報告書審議結果の報告 

 

（４）次回の開催日時と会場について 

会場をJPF事務局とし、以下の日程で常任委員会を開催することを確認した。  

2013年度第10回常任委員会：2014年1月27日（月）16時より 

 2013年度第11回常任委員会：2014年2月20日（木）16時より     以上 


